
櫛
輪
柵

盤景

相
続

税

の
経

濟
政
…策
親

・
・

階
級

に
就

い
て

:

慣
値

の
類

型

と
個

性

・

勢

激

肚
會

改
造
哲
學
及
び
連
帯

思
想

・

本
邦

自
殺

の
男
女

別

:

:

:

・

時

外
珊

税
法

の
新

改
正
を
論
ず

遜
明

と
國

力

・

・
法
學
博
士

文

學
博
士

・
法

學

士

●
文
學
博
士

淡
墨
博
士

財 米 恒 高 耐

耀 藤田戸
保 正静 太

治 郎 赤 馬 雄

・
法
學
博
士

小

川

郷

太

郎

・

・
注
學
博
士
.
山

本

美

越

乃

説

苑

水
戸
烈
公
の
穀
物
政
策

、
…

法
翠
玉

中

世

末

期

に
於
け
る
村

落

の
結

合

を
論

ず

・

…雑

録

炭
鑛
労

働
者

の
生
計

・
・

簡
易
二平
均
法

に
就

い
て
.

本
庄
榮

治

郎

牧

野
信
之

助

・
注
學
博
士

河

田

嗣

郎

・
経
済
學
士

岡

崎

文

規



時

論

登

明

ε

、
力

嚢

明

ε

國

力
.

第
十
六
巻

(第

五
號

「
O
O
)

入
三
二

山

本

美

越

乃

↓(

今
期
議
會

に
貴
衆
両
院

に
提
出
せ
ら
れ
た

る
幾
多

の
建
議
案
中
、
特

に
吾
人
の
注
意
を
惹
け
る
も
の
は
青
木
信

究
子
外
光
名

の
各
派
の
代
表
者

㌍
依
り
て
貴
族
院

に
提
撮

せ
ら
れ
た
る
獲
明
奨
煽

に
關
す
る
建
議
案
で
あ

っ
て
、

其
の
杓
容
は
獲
明
考
案
及
其
の
實
施

の
振
興
は
国
力
の
獲
展
及
底
幅
の
増
進
上
重
要
な
る
の
み
な
ら
す
、
現
恥
我

畜

に
於
け
る
懊
緊
の
時
鷺

る
物
慣
賃
金
の
調
節
、
農
村
の
振
興
、
工
業
の
獲
展
及
国
際
競
争
上
特
に
適
當
緊

急

の
事
項
虎
b
、
故
に
政
府
は
周
到
確
實
に
之
を
實
行
ず

る
爲
め
蓮
臆
適
當

の
方
法
を
講
ぜ
ら

れ
ん
こ
ご
を
望
む

{
云
ふ
標
の
も
の
で
ゐ
っ
虎
、
姻
利
践
稲
の
偲
進
を
真
先
き
に
攻
究
審
議
し
且
つ
之
に
謝
す
る
適
當
の
方
策
を
政

府
薫
建
議
す

べ
き
地
位
に
在
る
衆
議
椀
が
、
寧
ろ
情
弊
の
結
晶
℃
も
帯
す

べ
き
所
謂
お
土
産
案
な
る
も
の
に
依
り

て
礒
事
の
絶
好
泡
幼
げ
、
或
鳳
議
曾
の
神
聖
を
胃
漉
す
ゐ
が
如

き
愚
劣
な
る
活
劇
を
演
む

つ
・
あ
る
塒

に
當
b
、

貴
族
院
の

一
角

に
我
が
国
力
の
進
展
上
看
過
す

べ
か
ら
ざ
る
重
大
要
件
の

　
た
る
腰
明
の
漿
働

に
關
衝
る
建
議
案

の
提
出
を
見

る
に
至
り
た
る
こ
.ご
は
、
今
期
儲
會

に
漁
り
る
幾
多
の
建
議
案
中
の
白
眉
ご
し
て
、
国
民
の
記
臆

に

値
す

べ
妻
事
斯
で
め
る
ご
官
は
ね
ば
な
ら
兎
。

.



.

`

.

併

し
該

藩
議
案

は
號

明
考
案

の
奨
彫

の
喫
緊

事

た

る
こ
ε
に
付

き

て
政

府

の
注
意
を
促

し
た

る
に
止
ま
り

v
鍵

ら
ば
如

何

に
し

て
其

の
月

的
を
達

す

る
や
.ε
云

ふ

こ
ε
に
關

し
て
は

全
く
政
府

に

一
任

し
、
政

府
は
周
到
確
實

に

之
を
實
行

ず

る
爲

め
速

に
適
當

の
方
法
を
議

せ
ら

れ
ん
こ
ε
を
望

む

ご
云

ふ
の

み
で
、
何

等
具
艦

的

の
意
見

を
表

示
し

て
居
な

い
、
而
し
て
此

の
建
議

に
接

し
た

る
政
府

自
ら

も
恐

く

は
獲

明
考
案

の
耀
拗

の
必
要
な

る
こ
ε
は
夙

に
之
を
戚
知

し
居

る
な
ら

ん
も
、
其

の
目

的
を
達
す

る
方

法

に
付

き

て
頗

る
苦
心

し

つ
、
あ
る
に
あ
ら
ず

や

ε
思

は

る
、
故

に
吾
人

は
鞍

明

ε
国
力
な

る
題

目

の
下

に

の
問
題
を
少

し
く
論
究

し
て
見

よ
う

ε
思
ふ
。

うに

獲

明

(置
く
窪
二
〇
巴

ε
鞍

見

(O
剛・・。。
器
噸
)

ピ
は
日
常

の
用

例

に

於
て
は
屋

々
混

同

せ
ら
れ
、、
文
學

問
上

の
用

語

こ
し
て
も
往

々
無
差
別
藺

に
使
用

せ
ら
れ

て
居

る

こ
ご
が
あ
り
.、

從

て
著
名

な

る
僻

興
等

に
も
此

の
画
譜

の
意

義
を

明

か
に
煽
別

し
得

ざ

る
が
如

き
解
繹

を
下
し

て
居

る
も

の
も
少

く
な

い
、
(例

へ
ば

オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー

ル
ド
英

大
辞

典

の
如

き
は
之

で
あ
る
)
、
併
七
予

は
此

の
再
話

は
異
な

れ

る
意

味

を
含
蓄

せ
る
も

の
で
あ

る
ご
信

ず

る

一
人

で
あ

っ
て
、

ス
タ

ン
ダ

ー
ド
英

大
辞
典

に
撮

れ
ば
『
獲
明
」
ご
は
或
新

な

る
事
物
叉

は
方
法
を
見
出
す

行
爲
叉
は

過

程
を
稚

し
.
其

の
内

に
は
凋
創

又
は
創
作

の
意
味

を
包
含
す

る
も
、

(ぎ
く
。匿

o
『

匪
o
胃
峠
臼
.
唱
δ
∩醗
ω
.o
B
乱
言
㈹

。
・"
§

、.
ミ

・
ミ
、蒔
.
.ミ

遷
§

.譜

寄
騎
≧
・蕊
・)
擾

見

』
ご
は
多
少

之

ε
意
義

を
異

に
し
、
即

ち
従
来
知
ら

れ
ざ

り

し
或

事

柄

を

見

出

し

之

を

・
一
般

に

知

ち

し

む

る
行

旬

を

謂

ふ

、
(
薫

・・
8

く
①
「質

子

。
胃

[
。
3

コ
ユ
…凝

2

冨

巳

び
量

σ・
冒
αq

時

論

・襟

明

ミ

国

力

第
坐
乗
巻

(第
五
號

一
〇

一
)

八
三
三
.

国



・
時

論

.獲

明

ε

国

力

第
十
★
巻

(第
五
胱

一
〇
二
)

八
三
四

庁。
》
隊
ミ
.
鳶
ミ
愚

ζ
ミ
匙
ミ
磯

昏惑

ミ
§
ぎ
§

遷
■)

電
解

し
て
居

る
、
叉

ウ

ェ

ブ

ス
タ
ー
の
英

大
辞
典

に
撮

る
も

『
獲

明
」
ε

『
獲

見
」
ご
は
明

か
に
其

の
意
義

が
匠

別
さ
れ

て
居

る
、

(即

ち
.
ぎ
く
ω註

。
昌
旧
館
↓
。
h
飢民

雪
げq
。
暮

露

四

器
・。三
【
.o
『
℃
口
巻
8
0
0
彗
眺o
「o葺
2

αq耳
石
9

0『
ユ
oく
尻
5。
四
〇
斥
8
葺
二
く
冨
09
甲
o聲
`
o
「回αq
冒
巴

8
昌
窪
く雪

8
い
8
冨
耳
目
∩且
8

0
「
些
鉢

ぞ
甘
鼻

】口器

き
P
げ
。
∂
「。
o邑
鴇
a

」
∪
冨
8
話
ぐ
目

僧
団
巳
同旨
㈹
o
耳

o
「
器
。臼
田
ぎ
一昌
σq
o「
ωo
已
。仲三
口
ぴq
℃
冨
ユ
o島
ぐ

⊆
爵
口
塞

自
白

琵
「8
0
磐
団N。
e

予

は
大
磯

に
於

て
是
等

の
見
解

に
賛
成
す

る
者

で
あ

る
が
、
今
此

の
而
語

の
意
義

を
嵌
り

に
實

例
に
依
り

て
示

せ
ば

、

フ
ソ
ト
が
鐵

瓶

の
蓋

の
蒸

氣

の
力

に
依
b

て
押
上

げ
ら

る

、
理

よ
り
推

し
て

蒸
汽
機
關

を
考
案

せ
る
が
如

き
は
獲

明
で
あ

っ
て
、

ニ
ュ
ー
ト

ン
が
林
檎

の
落

つ
る
を
見

て
宇
宙

に
於

け
る
引

力

の
理
法
を
見
出

し

た
る
が
如

き
は
獲
見

芝
稠
す

べ
き
で

あ

る
、
何

こ
な
れ
ば
蒸
汽
機
闌

な
る
新

な

る
装
置
は

ワ
ッ
.

あ

濁
創

的
の
力

に
依

り
て
・側

め
て
出

來
た

る
も
の
で

あ

る
ガ
、
宇
宙

の
引
力

は

`
、
-
ト
ソ
に
依
り

て
創
作

せ

ら

れ
た

る
も

の
で
は
な

く
、
従

来
既

に
存

在

し

つ

、
あ

り
し
も

の
を

ニ
ュ
ー

ト

ン
の
力

に
依
り

て

一
般

に
知

ら
し

め
た
ε
云

ふ

に
過

ぎ
諏
か
ら

で
あ

る
、
從

て
獲
見

は
時

ε

し
て
は
偶

然

の
事
情

よ
b
起

る
こ
ご
あ
る
も
、
〔例

へ
ば

コ
ロ

ム
バ
ス
が
東
洋

に
航

せ

ん
窪
し

て
偶
然

米
大
陸

を
獲
見

し
た

る
が
如

し
)
、獲

明

は

一
般

に
研
究
努
力

の
結

果

ε
し
て
起

る
も

の
で
あ
る
ε
構

し
て

も
可

い
、
此

の
理

を
推

し
て
論
ず

る
特

は
、
國
民
間

に
周
到
な

る
注
意
力
及

観
察
力
を

以
て
事
物
を
研
究

せ
ん

ε
す

る
精
神
及
努

力

の
横

湿

せ
る
所

に
は
獲

明

も
盛

ん
に
起

る
傾
向

あ
る
も
、

然
ら

ざ

る
折

に
於

て
遍
腰

明
も
亦
起

ゲ
得
な

い
鷲
宮

ひ
得

る
、
蓋

し
獲

朔
な

る
こ
`
基
質

蕉
人

生
の
興

創
勝

負

の



事
業
で
あ

っ
て
、
決
し
て
娯
樂
的

の
遊
戯

で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。

.

爽
明

に
も
亦
多
,く
の
種
類
若
く
は
階
級
・こ
も
稠
す

べ
き
も
の
が
あ
る
、
即
ち
初
代
の
獲
明
は
比
較
的
簡
軍
な
る

智
識

の
助
け
に
依
b
て
成
就
せ
ら
れ
た
が
、
近
時
の
獲
明
は
『
科
學

の
進
歩
」
及
「
必
要
の
増
進
』
に
俘

ふ
て
益
々
複

雑
せ
る
智
識
ε
緻
密
な
る
考
察
力
虚
を
要
す

る
に
至

っ
た
、
『
必
要
』
は
鞍
明
の
母
に
し
て
必
要
な
き
所

に
は
獲
明

は
起
り
得
な

い
が
、
併
し
如
何
に
『
必
要
」
め
り
ざ
も
科
畢
的
智
識

の
進
歩
せ
ざ
る
所

薫
は
久
大
な
る
獲
明
は
到
底

獲
芽
し
得
な
い
、
故

に
獲
明
考
案
を
奨
顕
せ
ん
ご
徹
せ
ば
、
一
方
に
於
て
は
『
必
要
」
即
ち
人
類
の
生
存
獲
達

を
完

ふ

し
其

の
幸
幅
を
増
進
せ
し
め
ん
ε
せ
ぱ
、
吾
人
の
日
常
の
生
活
及
活
動
上
に
現

に
不
利
不
便
を
感

じ
つ
、
あ
る
勲

な
き
ゃ
、
若
し
あ
り

ビ
せ
ば
之
を
政
む
る
の
必
要
な
き
ゃ
如
何
ε
云
ふ
が
如
き
問
題

に
謝
し
て
、
断
え
す
団
員

の
.

注
意
心

を
喚
起
せ
し
む
る
様
努
む
る
ε
共
に
、
他
方

に
於
て
は
叉
各
種

の
方
面
よ
り

】
般
幽
民

に
科
単
射
智
識
の
.

普
及
増
進
を
計
る
こ
ご
を
以
て
急
務
ε
す
る
、
蓋
し
『
必
要
』
ば
獲
明
を
促
さ
し
め
『
科
學
的
智
識

の
普
及
」
は
之
が

大
成
に
可
能
力
を
賦
興
す

る
か
ら
で
あ
る
、
故

に
獲
明
考
案
の
漿
働
の
必
要
を
眞
に
威
.卸
せ
ば
、
其

の
先
行
要
件
.
日

ざ
し
て
政
府
も
国
民
も
先
づ
是
等
の
方
面

に
遺
憾
な
き
準
備
ご
施
設
ε
を
必
要
ε
す

る
。

副

国
土
の
面
積
大

に
し
て
到
る
庭

に
餐
種
の
冨
源
を
埋
賊
し
、
国
民
の
生
活
問
題

に
於
て
も
亦
産
業
上

の
活
動
問

題

に
於
て
あ
豊
富
生
る
自
然
の
恩
恵
に
依
頼

し
得

る
が
如
き
國

に
在
り
て
は
、
獲
明
考
案
は
必
ず
し
も
国
力
の
売

時

論

議
明

`
國
が

第
†
六
巻

(第
五
號

一
〇
三
)

入
三
五

■



時

論

號

明

ピ

国

力
.

第

十
六
巻
.

(第
五
號

一
〇
四
}

入
三
六

.實
を
図

る
最
大
要
件
ε
補
す

べ
か
ら
ざ
る
も
、
國
土
め
面
積
人
目
に
比
し
て
小
な
る
か
・
或
臥
自
麟
の
恩
恵
の
豊

か
な
ら
ざ
る
國

に
於
て
は
、
小
は
國
民
の
日
常
の
生
活
問
題
よ
献
大
は

　
國
の
産
業
上
の
活
動
問
題
に
至
る
迄
、、

断

え
す
科
學
的
智
識
を
慮
用
し
て
獲
明
改
良
の
方
法
を
講
究

し
、
斯
か
る
方
面
よ
り
国
力
の
充
實
を
圖

る
外
地

に

.

途

は
な

い
、
而
し

て
我
が
國
の
如
き
は
正
し
く
此
の
部
類

に
属
す
る
も

の
で
あ
る
、
故
に
我
が
国
力
の
充
實
を
圖

ら

ん
ε
徴
せ
ば
大
に
獲
明
政
艮
を
奨
勘
す

る
の
必
要

が
あ
b
、
大

に
獲
明
改
頁
を
奨
働
せ
ん
ε
徹
せ
ば
先
づ
以
て

國
民
間
に
科
挙
的
智
識
の
普
及
を
計
る
必
要
が
あ
る
、
此
の
三
者

の
關
係
は
之
を
樹
木
に
響

へ
ん
か
、
科
學
的
智

識
ば
根
に
し
て
獲
明
改
頁
は
幹
、
國
力
の
充
實
は
恰
も
枝
葉

の
如

き
も
の
で
あ
る
、
枝
葉
の
繁
茂
を
翼

は
ん
こ
徴

せ
ぱ
其

の
幹
を
太
か
ら
し
め
ね
ば
な
ら
漁
、
其
の
幹
を
太

か
ら
し
め
ん
ε
徴
せ
ぱ
其

の
根
を
充
分
培
養
せ
ね
ば
な

ら

識
、
鞍
明
考
案
の
奨
勘

の
喫
緊
事
た
る
こ
ε
を
政
府
に
建
議
せ
る
貴
族
院
が
、
何
故
今

一
歩
を
進

の
て
此
の
根

本
問
題
に
付
き
て
も
政
府

の
注
意
を
促
さ
な
か
っ
た

か
、
該
建
議
案
が
佛
を
造
ら
ん
こ
ご
を
勤

め
て
魂
を
入
る
、

こ
蓬
の
.注
恵
を
忘
れ
た
る
が
如
き
械
を
音
入
に
抱
か
し
む
る
は
此
の
黙

に
在
る
。

.

　
現
今
世
界
の
強
国
中

に
於
て
科
學
的
智
識
の
普
及

に
最
も
熱
心
な

る
國
を
暴
ぐ
れ
ば
、
先
づ
指
を
米
、
英
、
凋

の
三
國
に
屈
せ
ね
ば
な
ら
搬
が
、
就
中
米
國
は
其
の
豊

か
な
る
自
然
の
恩
恵

ご
潤
澤
な
る
資
本
の
利
用
を
完

か
ら

し
め
ん
が
爲
め
に
国
国
民
間

に
斜
里
的
智
識
を
普
及
せ
ん
こ
ε
に
全
力
を
傾
注
し
て
居

る
ε
謂
し
て
可

い
、
第
十

九
世
紀
に
於
け
る
米
国
の
郵
券
は
深
遠
な
る
學
術
的
耕
究
の
漿
働

よ
り
は
、
寧
ろ
實
際
的
の
科
學
的
智
識
の
普
及

可



に
力
を
書
く
し
だ
り
ε
稽
す
る
方
が
適
評
で
あ
る
.
之
が
從
來
米
国
の
學
風

に
は
何
等
深
遠
な
る
所
が
な

い
ご
駕

せ
ら
れ
だ
る
所
以
で
あ

っ
て
、
世
界
の
學
異

に
於
て
米
国
の
地
位
の
多
少
認
め
ら

る
、
に
至
っ
た
の
は
漸
く
今
世

紀

に
入
め
て
よ
b
後
の
こ
ビ
で
あ
.b
価
殊

に
著
く
世
の
注
意
を
惹
く
に
至
っ
た
の
は
世
界
大
戦
以
来
の
こ
ε
で
あ

る
、
併
し
深
遠
な
る
研
究
の
世
界
の
畢
界
を
驚
か
す

に
足

る
も
の
な
し
ご
構
せ
ら
れ
た
.る
米
国
は
、・
實
際
的
の
科

學
的
智
識

の
普
及
及
是
等
の
智
識
の
齎
せ
る
偉
大
な
る
敷
果
に
付
き
て
は
、
世
界
の
何
れ
の
國
ご
錐
も
追
随
を
許

6

さ
"
る
程
の
驚
く

べ
き
成
功
を
な
し
得
た
の
で
め
る
、
而
し
て
其
の
結
果
は
主
な
き
だ
に
充
實

ゼ
る
国
力
を
益
々

充
質
せ
し
め
、
世
界
の
富
を
殆
ご

一
国
に
集
中
せ
る
が
如
き
現
状
を
招
除
す

る
に
至
っ
た
、

、最
近
五
十
年
間

に
於

け
る
世
界
的
の
獲
明
約
四
十
九
種
中
三
十
五
種
は
米
国
人

の
考
案
に
成
れ
る
も
の
な
る
こ
ご
を
思

ふ
聴
は
、
何
人

も
米
国

の
今
口
あ
る
決
し
て
偶
然
に
非
ざ
る
こ
ご
を
了
解
し
得

る
で
あ
ら
う
、
国
民
の

一
部
が
如

何
に
深
遠
な
る

學
理
の
研
究

に
没
頭
す
る
も
、
』
般
國
民
の
間
に
科
學
的
智
識
の
普
及
せ
ざ
る
限
り
鳳
、
獲
明
の
起
り
得

る
機
會

も
亦
少
な
し
ご
言
は
ね
ば
な
ら

諏
、
何
ざ
か
れ
ば
近
時
の
獲
明
の
業
績
は
少
数
人
に
依
ヴ
て
少
数
の
機
會

に
考
案

せ
ら

脳
た
る
も
の
よ
り
も
、
多
数
の
人
々
.に
依
り
て
多
数

の
機
會
に
考
案
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
負

ふ
所
が
大
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
、
誹
み
に
最
近
五
十
年
間

に
於
"
る
世
界
約
の
獲
明
約

四
十
九
種
に
就
き
て
、
共

の
磯
明
者
の
矧

籍
及
獲
明
の
微
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
ρ

(
一)

米
闖
入
に
依
り
て
獲
闘
魂
ら
れ
た
る
も
の

三
十
五

時

論

駿
明

建
国

力

第
十
六
巻

(第
五
號

一
〇
五
)

八
三
古

「



噺

論

覆

羽

ミ
圃

か
.

第
や
山容

へ第
五
號
.
δ

さ

ん
三
褥

つ
一)

英
吉
利
入
に
依
り
て
磯
明
ぜ
ら
れ
た
う
も
の

四

(三
)

捌
逸
人
陸
佐
り
て
獲
明
ぜ
ら
れ
た
う
も
の
.

三

〔四
)

佛
闘
西
入
に
依
り
て
磯
明
ゼ
ら
れ
た
う
も
の

二

(五
)

瑞
典
人
に
依
り
て
猿
明
ぜ
ら
れ
た
る
も
の

・

ユ

(六
一

塊
太
利
人
に
依
眺
て
獲
明
ゼ
ら
れ
た
う
も
の

二

〔七
)

伊
大
利
人
に
依
り
て
韻
明
ぜ
ら
れ
れ
う
も
の

一

着

の
内
伊
太

利
人

に
依

り

て
獲

明
せ
ら

れ
た

る
は

有
名

な
る

マ
ル

コ
ニ
}
の
無

線
電
信

の
み

で
智
墺

太

利
人

に

依
り

て
獲

明
せ
ち

れ
だ

る
は
亮
斯

マ
ン
ト
ル
及

コ
ー

ク

ス
副
産
櫨
、
瑞

典
人

に
依

り
て
獲

明
せ
ら
れ
た

る
は

ダ
イ

ナ

マ
イ
ト
及
遠
心

式
乳
虎

採

取
機

、
佛
蘭

西
人

に
依

り

て
獲
明

せ
ら
れ

π

る
は
無
煙
火
藥

及
電

氣
鋼
、
凋
逸

人

に

蘇

り
て
爽

明

せ
ら

れ
π
る
は

オ
ッ
ト
式
瓦
斯
機
關

、

デ

イ
!
ぜ

ル
画式

重

油
機
關

及
人

工
染
料

、
英
吉

利
人

に
依
り

て
獲

明
せ
ら

れ
た

る
は
電

気
攣

墜
機

、
満
俺

鐵
、
金
庸

青
化

分
析
法
及

サ
イ

フ
茸

ソ
、
レ

コ
ー
ダ

ー
等

で
あ
る
が

爾
飴

の
三
十

五
種

の
黎
明
は
悉

く
米

国
人

に
依

り
て
成

さ
れ
た

る
も

の
で
.あ

っ
て
、
其
の
内

鼠

も
世

に
顯

は
る

、

り

も
の
は

セ
ル
ロ
イ
ド
、
製
靴
機
械
、
電
話
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
蓄
音
機
、
電
燈
、
白
熱
燈
、
政
治
雷
魚
煉
、

草
字
植

字
機

、
寓
眞

ブ
イ

ル
^
、
カ
ル

ソ
ウ

ム
.カ
ー
バ
イ
ト
、
乾
燥
式
風
櫨
、
加
算
機
、
電
氣
接
合
法
、
揺
動
鳥

翼
機
、
飛
行
機
、
水
上
飛
…行
機
、
機
關
銃
等
で
あ
る
。

以
上
は
世
界
的
の
稜
明
ε
も
稽
す

べ
き
も

の
に
付
き
て
観
察
七
党
の
で
あ
る
が
、
此
の
外
に
吾
人
の
日
常
の
生

活
及
産
業
上
の
活
動

に
直
接
間
接
に
人
な
る
利
便
を
奥

へ
つ
、
あ
る
所
謂
学
兄
な
る
無
藪

の
獲
明
に
付
き
て
考

ふ



る
も
恥
米
国
は
第

一
位
に
居
る
こ
ご
は
世
界
各
国
の
凝
明
特
許
の
佛
敏

に
徴
す

る
も
明
か
で
.あ
っ
て
.
試
み
紅
興

の
徴
を
比
較
せ
ぱ
次
の
如
く
で
め
る
。

「

獲

明

特

許

の

件

撒
.

(
じ.

(二
)

(三
)

(四
)

(五
)

(六
)

(七
)

(入
)

(九
)

(‡↑

一
)飼

(+
二
)深濠 飼 日 瑞 懊 西 端 倪 佛 濁 英 米

牙 太 班 太 藺 「古

淵 刊 本 典 利 牙 西 利 西 逸 利 圃

「
九

一
七
年

四

=

二
四
入
件

九
、
三
四
七
件

七
、
三
九
九
件

四

、

一
〇
〇
件

四
、
〇
四
〇
件

.

二
、
七
Q
二
件

二
、
三
四
八
件

一
・
八

O
O
件

】
・
.六

二
九
件

一
、
四
四
八
件

一
、
三
Q
五
件

て

二

一
入
件

一
九

一
六

年

四
四

、

一
六

八
件

九

、

三
四

七
件

宍

・

二
七

一
件

三
、

二
五

〇
件

四

、

二
九

〇
件

二

、
ム
八
一
=
ハ
件

二

、
四
ふ
ハ
五

件

二
、

一
〇

〇
件

一
・

八
七
四

件

て

七

九

七
件

一
、

五
」

.五
件

…
、

一
五

二
件

一
九

「
五
年

四
三
、
三
入
九
件

=

、
四
五
七
件

入
、

一
九
〇
件

五
、
〇
五
夫
件

四
・
八
八
O
件

一二
、
五
九
三
件

て

九
〇
入
件

三
、
○
O
O
件

一
、
七
九
九
件

て

七
八
二
件

二
・
七
七
〇
件

て

二
七
九
件

ラ個

吾
人
は
先

き
に
科
學
的
智
識

の
普
及
は
.獲

明
考
案
の
根
源
に
し
て
、
獲
明
考
案
は
国
力
充
實
の

一
大
要
件
た
る

こ
ε
を
述

べ
し
が
、
前
掲
の
大
小
無
数

の
獲
明
考
案

に
於
て
第

一
位
を
占
む
る
米
国
が
.、
文
典
の
富
力
に
於
て
世

界

に
冠
彫
る
こ
ざ
は
蓋
し
當
然
に
し
て
毫

も
異
、ε
す
る
に
足
ら
融
、
由
来
國
冨
の
正
確
な
る
算
定
は
至
難

の
業
疑

贈

諡

猶
明

こ
国

力

第
+
六
巻

(第
五
號

δ

七
)

入
三
九

ド

.

1



・

時

論

腰
明

ご
跡

力

箏

六
巻

齋
五
鵬

び

入
)

八
四
Q

し
て
.
其
の
標
準
叉
は
基
礎
を
異

に
ず

る
に
從
ひ
必
ず
し
も

一
様
な
る
を
得
な
い
の
み
な
ら
牽
、
冬
国

々
惰

の
異

な
る
よ
り
之
が
内
容
叉
は
貸
貿
起
於
.て
も
相
同
じ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
が
故
に
、
国
富
の
比
較
算
定
の
如
き
は
如

何
な
御
程
度
迄
其
の
確
買
控
を
認
め
得

べ
き
か
頗
る
疑
問
こ
す

べ
き
も
の
あ
る
も
、
綴
り
に
米
国
プ
ラ
ッ
ド
ス
ト

ソ
ー
ッ
誌
に
擦
b
米
,
英
、
佛
、
凋
等
の
国
富
を
比
較
せ
ば
、
米
国
の
富
力
は
約
三
千
億
弗

(
戦
前
に
は
約
二
千

五
百
億
弗
)
、
英
国
は
約

二
千
三
百
億
弗

(戦
前
に
は
約

一
千
三
百
億
弗
)
、
佛
國
は
約

一
千
億
弗

(戦
前

に
は
約
⊥
ハ

百
五
十
億
脇
)
、
濁
逸

は
約

二
百
億
弗

(戦
前

に
は
約
八
百
五
十
億
弗
)
ご
謂
せ
ら
る

、
を
以
て
、
(扇
田
房
片屋
簿
.『

旨窪
・
旨
・
ぢ
N
【も
・ひ
。。
X
因
に
、
我
が
國

の
冨
力
は
高
橋
秀
臣
氏
の
大
正
十
年

の
調
査

に
錬

れ
ば
九
百
三
十
億
圓

即

ち
約
四
百
六
十
億
弗

ご
算
定
せ
ら
る
)
是
に
由
り
て
観
る
も
既

に
述

べ
だ
る
が
如
く
獲
明
改
頁

の
最
も
盛

ん
に
行

は
る
、
國
侭
、
.叉
共

の
國
力
に
於
て
も
最
も
充
質
せ
る
も

の
あ
る
こ
ご
の
、一
班
を
知
り
得

る
の
で
あ
ム
。

獲
明
改
頁
の
積
出
ご
国
力
の
充
蜜
の
關
係
は
以
よ
要
逃
せ
る
所
の
如

し
ε
せ
ぱ
、
自
然

の
恩
恵
の
比
較

的
薄
き

我
が
國
の
如
き
は
、
到
底
天
與
の
富
源
に
の
み
依
頼
し
て
國
力

の
充
實
を
圖
る
こ
ε
は
出
來
ぬ
、
必
ず
や
各
種
の

方
面
に
大
に
獲
明
考
案
を
奨
顕
し
て
、
人
力

に
依
り
て
天
恵
の
乏
し
き
を
補

ふ
墨
悟
が
な
く
て
は
な
ら
訟
、
而
し

て
此
の
目
的
を
達
せ
ん
ε
せ
ば
更
に
根
本
に
湖
め

て
國
民
間
に
科
解
約
智
識
の
普
及
を
計

る
こ
ε
に
努

め
ね
ば
な

ら

喫

然

る
に
由
来
我
が
国
人
の
み
こ
言
は
す

一
般

に
東
洋
人
種
の

一
大
通
弊
ε
も
稗
す

べ
き
は
、
徒

に
抽
象
的

の
議
論
を
弄
ぶ
を
好
み
論
理
的
遊
戯
の
爲
め
に
は
殆
ご
寝
食
を
も
忘
る

＼
が
如
き
熱
情
を
有
す
る
も
,
宇
宙
の
森

●



「、

鷲

象
を
研
券

勤
象
妄

轟

欝

談

の
修
得

附
レ
で
は
・
腎

之
を
輕
呪
せ
を

す
る
が
嬰

傾
き
醜

ん

こ
己
是
れ
で
あ
る
、
故
に
斯
か
胤
因
習
を
打
破
し
て
科
學
的
智
識
の
涵
養

に
興
味
を
有
せ
し
む
る
様
薗
民
を
指

導
す

る
こ
蓬
は
建
に
刻
下
の
急
務
で
み

っ
て
、
此
の
重
大
な
る
任
務
の
大
部
分
は
固
よ
b
激
育

の
力
に
倹
だ
ね
ば

な
ら
蹴
こ
ピ
は
勿
論
で
あ
る
が
、
併
し
科
畢
的
智
識
の
涵
養
は
輩
に
學
校
激
育
の
み
を
以
て
は
未
だ
充
分
な
り
ε

し
な

い
、
學
校
激
脊
に
加
ふ
る
に
科
學
的
智
識
の
普
及
を
目
的
ε
す
る
愈
愈
激
育
擬
闘
、
例

へ
ば
科
學
的

の
新
聞
、

雑
誌
、
.通
俗
国
書
舘
、
惜

物
舘
、
講
演
會
、
展
覧
曾
等
の
諸
種
の
設
備
を
完
成
し
て
此
の
日
的
の
貫
徹
を
期

せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
就
中
圖
書
舘
及
博
物
舘
の
発
企
な
る
設
備
は
科
學
的
智
識
の
普
及
に
與

か
り
て
大
に
力
あ
る
こ

ご
は
〃助
に
鰍
米
に
於
て
膵
貝
…服
せ
ら
れ
た
る
硯
川で
あ
る
、

世
人
動

も

す

れ
ば
計
一會
事
業
な
る
瓠
叩
を
極
め
て
狭
義

に

解
繹
し
、
肚
會
事
業
`
は
窮
民
救
助
、
讐
療
保
健
、
就
業
保
護
、
宿
泊
教
養
、
市
場
纒
瞥
、
住
宅
提
供
、
資
金
融

通
、
矯
風
事
業
、
勢
働
者
慰
安
、
児
童
保
護
等
に
閲
す

る
各
種
の
施
設
を
爲
す

こ
ε
を
其
の
目
的
こ
す

る
も
の

う

如
く
に
解
し

つ
＼
あ
る
様

で
あ
る
が
、
・肚
會
事
業
に
従
事
す
る
者
は
更

に
積
極
的
に
肚
會
教
育
機
關

の
完
備
を
計

る
こ
ご
も
、
亦
之
に
劣
鉦
ざ
る
重
大
な
ろ
任
務
π
る
こ
埴
を
忘
れ
て
は
な
ら

函
。

科
學
的
智
識
の
涵
養
に
必
要
な
る
學
校
激
育
の
問
題
に
付
き
て
も
.
我
が
國
の
小
學
激
育
は
就
學
者

の
歎
よ
り

論
ず
る
時
は
今
日
は
殆
ご
完
全
に
近
き
成
績
を
示
し
、
即
ち
學
齢
見

一
〇
〇
人
に
付
都
鄙
を
李
均
し
て
就
學
者
撒

九
八
人
、
九
二
に
該
當
す
る
も
、
併
し
其
の
激
育
万
法
に
至
り
て
は
果

し
て
科
學
的
智
識
の
啓
鞍
の
目
的
を
達
す

時

論

騒

明

ε
国

力

第
十
六
巻

(第
五
號

「
〇
九
)

入
四
一
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時

論
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明
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国

力
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八
四
二

る
に
遺
憾

な
き
を
得

る
や

、
「更

に
小
學

以
上

の
教

育

に
於

て
は
如

何
、

是
等

の
事
項

は
畿

明
考
案

の
奨
樋

に

付

き
て
は
實

に
愼

重
な

る
考
慮

を
要
す

べ
き
重
大
問

題

で
め

る
ビ
言
は

ね
ば
な

ら
諏
、
科

學
的
智
識

の
湧
養

に
必
要

な

る
激
育

制
度

の
確

立
ご
共

に
併
せ
考

ふ
べ
き
は
う
各

種

の
科
畢
的
研
究
機

關

の
設
備
を
充
賞
す

る
.㌔
ε
之

で
め

る
.
国
力

の
清
長

に
密
接

な

る
關
係
を
有
す

る
獲

明
事
業

を
促
進

せ
し

め
ん
ε
せ
ば
、
國
家
自

ら
斯

か
る
目

的

に

慮

じ
得

べ
き
完
全

な

る
研

究
機
關
を
設
く

る

の
必

要
あ

る
こ
ご
は
勿
論
な

る
も
、
民
間

に
於

て
も
亦
能

ふ
限

り
此

の
種

の
機
關

の
完

成

に
協

力
す

る
を
要
す

る
、
教

育
機

關

ε
研

究
機

關

ε
.は
恰

も
両
翼

の
如

く
、
之
あ

り
て
初

め

て
嚢

明
界

に
飛
翔

す

る
こ
ε
を
得

る
の

で
あ

る
。

ラ伍

世

人
往

々
.爽

明
は
天
才

の
事
業

に
し

て
凡
人

の
企
及

し
得

ざ

る
も

の

、
如

く
に
思
考

し
、
如

何

に
科
學
的
智
識

の
普

及
に
努

め
獲

明
考
案
、の
奨
働

に
苦

心
す

る
も
、
天

才

的
偉
人

の
出

で
ざ

る
限
り
は
眞

の
獲

明
は
起

ら
す

ε
考

ふ
る
音

な
き

に
非

ず
、
固

よ
り
多

く

の
獲
羽
中

に
は

斯

か
る
天
才
的
偉
人

柴
依
り

て
初

め
て
成
就

せ
ら

る
る
も

の

も
敢

て
少

し
癒
し
な

い
、

例

へ
ば
近
世

の
獲

明
王

(..穿
。
竃
霧
斤巽

(汽
罫
○
号
已

一箸
9
ぎ
耽
.)
ご
構
せ
ら

る

、

エ
デ

ソ
ソ
氏

(目
・
〉
・
詞
静

。巳

の
如

き
は
此

の
天
才

的
獲

明
家

の
代
表
看

を
以

て
冒

せ
ら

る

べ
き

一
人

で
あ

る
が
、

併

し
此

の
如

き
犬
猿

明
家

の
出

つ
る
に
あ

ら
ず

ん
ば
獲

明
な

る
も
の
は

起

り
得

な
い
ε
考

へ
る

こ
ε
は
大
な

る
誤

り

で
め
る
、
天
才
的
犬
猿

明
家

の
出

つ
る
を
望

む

ε
共

に
、
叉
普
通

一
般

の
小
腰

明
家

の
積
出
す

る
こ
ご
も
窺

に

願

,嫁
し

い
こ
ε
で

あ

っ
て
、

一
国

の
文
化

の
進

歩
及

國
力

の
増
進
上

に
多
数

の
小
猿

明
家

の
貢

献
す

る
所
は

、
決
、

陀

て

鋤
藪

の
大
鍍

明
家

に
譲

ち
ざ
る
も

の
あ

る
こ
{

は
、
.城
前

の
濁
逸

の
實

況

が
之
を
謹

明
し

て
繰
り

ゐ

ゐ
、
卿



ぢ
翫
魯
は
上

に
這

べ
た
る
ガ
如

く
世
界
的
の
大
殿
呪
家
を
出
だ
せ
し
黙

に
於
で
臨
英
鵜
に
其
分
瞭
位
を
講
ら
ざ
み

を

得
ざ
な
も
.
地
理
的
の
關
係
起
於
て
も
原
料
其
の
他
の
産
業
的
活
動
の
要
件

に
於
て
も
英
米
に
比
較
す
る
塒
は

寧
ろ
不
利
の
地
位

に
立
ち

つ
、
あ
る
に
拘
ら
す
、
然
か
も
術
ほ
英
米
を
封
手
窪
し
て
世
界
の
産
業
競
争
場
裡
に
角

逐
し
、
卓
越
せ
る
名
轡

ご
地
位
ε
を
維
持
す
る
こ
ε
を
得
た
る
は
、
多
藪
の
小
猿
明
家
の
纈
出
せ
る
こ
ε
彼
れ
英

米
の
北

に
あ
ら
ざ
り
し
こ
ε
も
、
其

の
有
力
な
る

一
原
因
を
成

し
て
居
る
ε
構
し
て
可
い
、
換
言
せ
ば

他
国

の
大

獲
明
家
に
依
か

て
成

さ
れ
た
右
嚢
.明
及
其
の
原
理
を
各
種
の
方
面

に
悉
相
し
て
漸
進
不
断
の
改
頁
を
加
ふ
る
黙
に

於
て
は
、
濁
逸
国
民
は
確
に

一
大
長
所
を
有
し
て
居

っ
た
、
英
米
人
等
が
濁
逸
に
は
世
界
に
誇

乃
に
足
る
べ
き
濁

創
的

の
獲
明
な
乃
も
の
な
し
、
濁
逸
人
の
自
ら
獲
明
せ
り
ε
構
す
る
も
の
は
多
く
は
既

に
他
国
に
於
て
成
就
せ
ら

れ
た
る
磯
明
の
改
頁
に
過
ぎ
す

ご
謂
ふ
が
如
き
酷
評
を
下
す
理
由
の

一
は
藪

に
在
る
、
併
し
前
人
未
獲
の
凋
創
的

鞍
明
`
云
ぷ
が
如

き
も
の
は
決
し
て
屡

々
起
b
得
る
も
の
で
は
な
い
、
呪
.ん
や
現
今
の
如
く
恥
交
通
機
關
の
蛮
達

し
抛
る
時
代

に
於
て
は
、
前
人
の
着
手
し
て
未
だ
完
成
す
る
に
至
ら
ざ
り
し
も
の
、
叉
は
假
令
完
成
せ
る
も
改
罠

の
鯨
堀
伺
ほ
多

き
も
の
等
に
、
新

に
自
己
の
智
識
経
験
を

加

へ
て
其
の
完
成
を
計

る
こ
ε
は
、
無
益
に
脳
力
を
消

耗
せ
し
む
る
こ
ε
な
く
し
て
螢
明
の
敷
果
を
牧
め
得

べ
き
賢
明
な
る
方
法
で
あ
る
嬉
補
し
て
可

い
、
此

の
種

の
獲

明
家
は
濁
創
的
の
大
獲
明
家
　よ
り
見

巾
ば
李
凡
な

る
小
嶺
明
家
ご
稠
せ
ら
る
ぺ
け
ん
も
、
斯
か
る
小
頚
咀
家
の
綾

田
は
大
に
歓
迎
す

べ
き
で
あ

っ
て
決
し
て
之
を
輕
現
す

べ
き
で
は
な
い
、
殊

に
我
が
國
の
如
ズ
に
鞍
明
的
の
智
識

及
経
験
に
於
て
未
だ
欧
米
に
及
ば
ざ
る
も
の
少
な

か
ら
ざ
る
國

L
於
て
は
、
前
人
禾
獲
の
猫
創
的
腰
明
に
没
頭
す

る
前

に
」
彼
に
於
て
既
に
着
手
し
若
(
は
完
成
せ
る
も
の
に
吏

に
改
良
を
加

へ
て
国
力
の
獲
展

に
賀
せ
し
社
る
こ

時

論

騒
燗

こ
四
方

第
†
六
巻

(第
五
號
.
=

こ
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三
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`
は
、
殿

明
事
業
奨
廊

の
第

一
.歩

で

あ
る
ご
言

は
ね
ば

な
ら

煎
。
・

鋤く

.

最

後
に
装

明
は
遊

戯
に
あ
ら
す

し

て
眞
劔
勝

負

の
事
業

た

る
こ
ご
既

に
述

べ
た

る
所

の
如

く

な

る
を
以

て
、
獲

.明

の
結
果

ご
し
て
生
産

さ
る
.べ
き
貨
物
は
之

に
依

り
て
腰

明
者

の
勢

に
酬

ゆ
る
ご
共

に
、
又
世

を
利
七
人
を
益
す
.

る
に
足

る
償
値

を
有

写
る
も
の
で
な

く
て
は
な
ら

ぬ
、
換
言

せ
ば
獲

明

に
徒

事
す

る
者
は
其

の
獲
現
品

に
依

り

て

己
を

利
せ
ん

こ
ご

の
み
を
目
的

ε
す

る
に
非

ず
し

て
、
耐
會

を
利
し

国
家
を
益

せ
ん

こ
ご
を
目
的

の
第

一
位
.に
榿

く

べ
き
で
あ

る
「
米
国

の
獲

明
家

エ
デ

ソ
ソ
氏

が
予

は
如

何
な

る
も

の
を
稜

明
せ
ぱ
人
類

の
不
便
を
除

き
、
其

の

幸

幅
を
増
進

せ
し

め
得

べ
き

か
ε
云

ふ
こ
ご
を
常

に
念
.ご
す

蓬
吉

へ
る
は
、
獲

明

に
従

事
せ

ん
ご
す

る
者

の
深
く

＼
味

ふ

べ
き
語

で
あ

る
、
既

に
撚

り
ε
.せ
ば
獲

明
者

自
己

に
は
如

何

に
有

利
な

る
獲

明
品

ご
考

へ
ら

る

＼
も
、
肚
會

全
般

の
月
.よ
b
観

て
在
来

の
生
産

品

に
比
し

て
有

利
有
益

な
り

ご
認

め
得

べ
か
ら
ざ

る
も

の
は

、
結

局
凝
明

品

κ

る
の
.償
値
な

き
も

の
ε
構

せ
ざ
る
を
得

な

い
、
從
來
動
も
す

れ
ば
肚

曾

が
稜

明
及
按

明
品
を
輕
祝
し

て
顧
み
ざ

る

が
如

き
風
韻

る
は
、
獲

明

ε
肚
會

公
共

の
幅

利

ご
が
全
く
交
渉
を
有

せ
ざ
る
が
如

き
事
情

あ
b

し

に
因

る
も

の
も

少

な

か
ら
ざ

る
こ
ご
を
思

ふ
時

は
、
馳其

の
責

の

一
半
は
又
獲

明
家
自

身

に
在

b

ε
も
盲

ひ
得
ら

る
る
の

で
あ

る
、

r
故

に
獲

明
家

た
ら

ん
ε
す

る
者

は
先

づ
此

の
黙

に
深
く
注

意
す

る
を

要
す

る

ε
共

に
、
飛
禽
全
般

も
亦
凝
明
を
奨

働
保
護
す

る

の
精

神

よ
り

、
獲

明
家

の
努

力

に
酬

ゆ
る
考

へ
を

以

て
成

る

べ
く
其

の
獲

明
品
を
使
用
す

る
の
賜
悟

ど
同
情
妥

持
つ
べ
,
で
あ
る
、
碁

聖

せ
藩

躍

る
需

の
帽

犠

嘩

婁

、
延
・
男

の
羅

を

資
一

る
に
至

る
べ
き

憾
疑
を
容

れ
ぬ
。
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